
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教師８０％以上

･教職員間でマイプランを共有し，昨年の学習状
況調査の結果を活用しながら，校内研修等で取
組の促進を図る。 Ａ

・全国学力状況調査を考察し、学び部を中心して課
題を把握し、学年で共有しながらマイプランの見直
しをした。

Ａ
・今年度は、学力向上シートを活用しながら話し合い活動に取り組ん
だ。佐賀県学力調査の「話す・聞く」では、ほぼ平均を上回ることができ
た。学び部を中心に、学年で共通理解を図りながら取り組んだことで、
話し合いの質を高めることができた。

B
・課題を共有し、チームとして対応することで、職員
がお互いの強みを生かして補完していくような指導
が望ましいと思う。

横尾　弘樹
（指導教諭・学力向上）

○算数科を中心に「学び合い」の時間を確保し，学ぶ喜
びを実感できるように取り組ませる。

○算数科において「自分の考えをもとに学び合いを行っ
たか」「算数は楽しいか」の質問に対して肯定的な回答
をする児童の割合を75％以上

・学び合いにおいて自分の考えをわかりやすく伝えよう
とするなど視点を明確化したり，考えがより伝わりやす
いノートの工夫をしたりするなどの手立てをとる。
・自学ノートについては，意欲喚起のために模範となる
ノートを掲示したり，学年学級通信等に掲載し内容と質
の向上に努める。

Ａ

・学年や学級の実態に応じて、ペア学習やグループ学習を取り入れな
がら、学び合いをすることができた。また、説明する際には自分のノート
を相手に見せながら分かりやすく説明する力がついてきた。
・自学をする日を設定し、継続して取り組むようにさせた。模範となる
ノートを掲示したことで、意欲的に取り組む児童が増えた。

Ａ

・感染症予防のため、制約がある中での取り組みであったが、学年や
学級の実態に応じて、ペア学習やグループ学習を取り入れながら、学
び合いをすることができた。また、友達の説明を聞くときにも、自分の考
えとの違いに気を付けて聞く力がついてきた。
・家庭学習に取り組む週間を設定したことで、自学の量や質の向上が
見られた。今後も続けていくことだで、意欲的に取り組む児童が増え瑠
都考える。

B

・コロナ禍で大変な中、苦労して指導されているの
がうかがえます。友達と学び会うことや模範となる
ノート指導は、ぜひ今後も取り入れてほしい。

堀内　加代
（学力向上・算数主任）

○個人及び全校の読書のめあて（読書量，ジャンル等）
を設定し読書生活を豊かにする。

○個人及び全校の読書のめあてを達成できた児童の割
合70％以上

・個人による読書のめあてと，共通の学期毎のめ
あてを立て、年間「１人１００冊」を設定する。
・学年に合ったおすすめの本の紹介や図書館祭
りなどに取り組み、本への興味を高める。

Ｃ

・決まった日の休み時間の貸し出しになっているため、目標冊
数に達している児童が少ない。
・放送でおすすめの本を紹介したり、図書館祭りを行ったりする
ことで、本への興味を持つことができた。 Ｂ

・休み時間などの貸し出しの制限もあり、目標冊数に達成しなかったが、学期毎
の個人のめあてを達成しようと学級の時間や休み時間に借りる児童が増えた。
また、学年文庫を休み時間などで読む児童も多く、年度途中で本を入れ替えたこ
とで、たくさんの本にふれあうことにつながり、本を読もうとする気持ちが高まっ
た。
・学年別のおすすめの本の紹介を放送で行ったり、密にならないように、図書館
祭りを行ったりすることで、本への興味を高める取り組みを積極的に行うことがで

B
・読書の目当て（読書量、ジャンル等）を作って、読
書を勧めることは良いことだと思う。コロナウイルス
感染症の状況を見て、本の貸し出しも増やしていっ
てほしい。

松永　　舞
（図書館教育）

●児童生徒が，自他の生命を尊重する心，
他者への思いやりや社会性，倫理観や正義
感，感動する心など，豊かな心を身に付ける
教育活動

〇全学級によるふれあい道徳を実施する。 ・ふれあい道徳の実施について，保護者等へ学
校便りや学級便りで内容を伝え,その様子を公開
することで,家庭や地域社会と道徳教育の連携を
深める。

Ｂ
・12月までの授業参観で，約半数の学級がふれあい道徳を実施してい
る。さらに，残り２回の授業参観での実施が見込まれる。
・学校便りや学級便り等の，心の教育に関するコラムは，家庭や地域
への啓発に繋がっている。 Ｂ

・1,2月に予定されていた授業参観が中止となったため,今年度
のふれあい道徳は,約半数の学級での実施となったが，,学級便
り等で学習の様子を伝えることができた。 B

・いじめ問題が取りだたされているが、いじめ問題
の解決のためにも、道徳教育を大事にしてほしい。
もちろん家庭での教育・しつけもきちんとするべきで
ある。

大隈章子
（道徳教育推進教師）

毛利　裕美
（こころ部部長）

●いじめの早期発見，早期対応体制の充実 ○「いじめ・いのちを考える日」に合わせたアン
ケートで，肯定的な回答をする児童80％以上

・発達段階に応じた人権感覚の育成をめざし、毎月の
「心のめあて」を通して具体的な実践を図る。
・「なかよしアンケート」や児童の観察を通して、実態を
把握しいじめなどに対して、迅速に組織的に対応する。

Ｂ
・毎月の「こころのめあて」の意識化、平和集会・人権集会を通
して人権意識を高めることができた。
・「なかよしアンケート」や児童の観察などを通して、いじめの早
期発見、組織的な対応を行うことができた。
　

B

・毎月の「こころのめあて」を児童に意識させた。
・人権・同和教育ミニ研修を通して、職員の人権意識の向上を図ったが、まだまだ実践に結び
ついておらず。継続した取り組みが必要である。
・「なかよしアンケート」だけでなく職員の気づきによるいじめの発見、早期対応がなされた。生
徒指導・人権、同和教育・教育相談などの連携による「いじめ」を予防する取り組みが必要で
ある。

B
・子ども達にアンケートをとって、すぐ対応することは大
切なことだと思う。いじめを重ねる子どもの親にもきちん
と事実を伝えて、指導してほしい。意外とわが子がして
いるいじめについて知らない親もいるのではないか。

坂口滋子（人権担当）

◎個が生きる学級集団づくり ◎5月と１２月に実施するQUアンケートで，学
級満足群を７０％以上，要支援群を１０％以
下

昨年度から取り組んできたS-PDCAサイクルを繰り返し
行っていく中で、「ふり返り」の充実を図り、成果と課題を
全体共有することで、児童が主体的に活動する姿を目
指す。 Ｂ

・６月に実施した第１回QUアンケートでは，学級満足群が５９％，要支
援群が３％だった。生活の中から自分たちで課題を見つけたり、よりよ
い生活に向けた提案をしたりすることができている。
・議長団・実行員などの役割の経験、学級会での話合い活動を通して、
児童の自己有用感をさらに高めていきたい。 B

・２月に実施した第２回QUアンケートでは，学級満足群が73.8％，要支
援群が1.3％だった。役割の経験、学級会での話合い活動を通して、児
童の自己有用感が高まっていると考えられる。
・学校全体として，活動後の「ふり返り」を行うことで，活動で学んだこと
が次の活動に生かされ，自分の成長を実感することができるようになっ
た。また，児童一人一人の良さや課題も明確になり，児童が実感をもっ
てそれらを捉える事ができるようになった。

B

・楽しく学校に通っている児童が92％ということで、
よかった。子どもにとって楽しい学級・楽しい学校と
なるように努力してほしい。 太田　康子（特活主任）

○運動習慣の改善や定着化 ○授業以外で運動やスポーツを行う時間が１
週間で４２０分以上の児童生徒６０％以上

・運動教室やなわとび大会などを開催し，運動する機会
を作るようにする。
・各クラスにドッジボール，サッカーボール，長縄，ドッジ
ビーを配布し，外遊びの環境を整える。 Ｂ

・１２月上旬にに実施したアンケートでは「1週間で４２０分以上」
という目標は達成できていた。ただ、この結果は11月に実施した
運動教室の影響を強く受けているものと考えられ、本質的な結
果として位置づけるには疑念が残る。継続的に運動やスポーツ
に親しめるよう、道具の管理や呼びかけを引き続き行っていく。

B

・冬期に入ると、新型コロナウイルスの影響が大きくなったことで
体育委員会主催の運動教室が開催できなかった。ただ、遊び道
具について、不足分を補い、環境を再整備したことで、目標を達
成することができた。運動場が過密になっているところもあり、
その危険性から、外遊びの仕方について、来年度検討する部
分がある。それでも、児童が外で遊べるような環境整備を行っ
ていきたい。

B

・休み時間や昼休みに運動場で遊ぶ子どもの姿は
よく見かける。しかし、運動が好きかどうかは、個人
差があるかもしれない。しかし、肥満の子どもは目
立っていないように思う。

西山健太（体育主任）

○望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

○「健康に食事は大切である」と考える児童９０％
以上
○「毎日朝食を食べる」児童９５％以上
○給食残食率４％以内

・給食委員会による、栄養黒板の記入と、給食に関する
放送で食に関する興味・関心を高める。
・全校児童に呼びかけ、「食育標語」に取り組み、望まし
い食習慣と食への意識付けとする。
・給食委員会で「まんぷく週間」の取り組みをし、給食残
菜の減少をめざす。

Ｂ

・県や市の「食育月間」に合わせ、「食育週間」に２回取り組んだ。給食
委員の放送による呼びかけもあり、９５％の児童が取り組み、保護者も
含めた、食への関心の意識向上につながった。さらに食への興味関心
をもってもらうため、「食育標語」に取り組む。
・給食残食率４％（４月～１１月平均）
・「健康に食事は大事である」と考える児童94%（５年生で実施） B

・給食残菜を減らす取組として、全校児童に苦手克服法を募集をかけ
たところ、たくさんの克服法が集まった。給食時間に紹介して、今後の
苦手克服につなげていきたい。
・３つの目標値はどれも達成することができた。
・給食残食率3.4％（４月～１月平均）
・「毎日朝食を食べる」児童97.8％
・「健康に食事は大事である」と考える児童99%（全校で実施）
　５年生は、94％（４月）から98％（２月）となった。5年生から始まる家庭
科の学習を通して、食の意識が高まっていったことが一因として考えら
れる。

B

・よく「早寝・早起き・朝ご飯」ということをＰＴＡから
耳にする。好き嫌いやアレルギー対応もあるだろう
が、食育をがんばってほしい。ただ、朝ご飯等に菓
子パンだけを食べさせている保護者も多いのでは
ないか。

太田　康子
田中　和江
（給食担当）

○安全に関する資質・能力の育成 ○校内外における安全のために必要な事柄を理解して
いる児童９０％以上
○毎月の確実な安全点検の実施と生徒指導協議会で
の情報交換及び研修
○防犯ブザー所持率９５％以上

・安全委員会の児童主体で校内外の安全課題を設定さ
せ、全校児童への呼びかけや、アンケートを実施する。
・事故の要因となる学校環境や児童の生活における行
動の危険について点検と情報交換を毎月行う。
・防犯ブザー点検を毎月行い、家庭に対して、防犯ブ
ザー所持啓発に努める。

Ｂ

・安全委員会としては活動はできているが、児童主体での積極
的な活動としては、まだ改善の余地がある。
・安全点検を毎月実施できた。改善した方がよい箇所について
は、速やかに報告ができ、改善に繋がっている。
・時期を見て家庭や児童への啓発を行っているが、防犯ブザー
の所持率は毎月概ね93％ほどである。

B

・３学期は、６年生を中心に動画製作ができた。立案から台本、
出演まで自分たちで行い、短い作品でも達成感を持っていた。
・防犯ブザーについては、年間通して児童にも職員にも呼びか
けをした。学級の活動として行っているクラスもあり「防犯ブザー
点検は毎月１日」と言う意識が全校に定着してきている。所持率
も９３～９５％と概ね達成できたといえると考える。

B

・朝夕の保護者送迎がまだ目立つ。怪我などの理
由がない限り、「徒歩での登下校が基本である」「保
護者が送迎する時は、遊水地に駐車する」ことが周
知されていないのではないか、と思う。

本岡　千恵（安全担当）

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守し，全職員の達成を
目指す。

・月～木曜日は19時退勤、金曜日は17:45退勤を全職員
で厳守する。１時間前に退庁時刻を知らせ、見通しを
もって業務を進める。
・全職員で働き方改革の意義を自覚し、個人での努力、
組織としての業務削減に努力をする。

Ｂ

・退勤時刻の掲示、１時間前の放送を継続し、月～木曜日は19時退
勤、金曜日は17:45退勤が定着してきた。見通しをもち学年等で声を掛
け合いながら、退勤時間を守ろうとする様子が見られた。
・全職員の意識の向上、文書事務担当者等が業務内容の精選、やり方
の工夫を行うことでさらに働き方改革を進めたい。

B

・退勤時刻の職員室前面への掲示、１時間前の放送を継続し、月～木
曜日は19時退勤、金曜日は17:45退勤が定着した。見通しをもち学年等
で声を掛け合いながら、退勤時間を守ろうとする様子が見られた。今後
は休日出勤を改善したい。
・全職員の意識改革、文書事務担当者等が業務内容の精選、やり方の
工夫を行うことでさらに働き方改革を進めたい。

B
・子ども達が成長するために、よい意味での先生方の働
き方改革を望みます。働きやすい環境を整えることで、
よい人材を幅広く集め、教師の質の向上をめざしてほし
い。

夏秋総子（教頭）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実
〇学力向上推進地域指定事業への取り
組み

★保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業公開学
級率100％／情報発信を年間３回
〇三校の全職員合同による研修会を実施する。
〇２年計画を見通した研究の方針を決定するため、外
部講師を招聘た研修会を実施する。

★「鳥栖市教育の日」に授業を公開する。
・来年度を見越して指導三部会のメンバー構成をし、各
部会の責任者を中心に三校で共通した取り組みと、各
校の校内研究との調整を図る。 Ｂ

・「鳥栖市教育の日」が中止となったため、この日の授業公開は実施できなかった
が、他の授業参観にて学年に１クラス程度ずつ実施している。
・３校の全職員による合同研修会は、夏季休業中はコロナ禍の影響もあり実施す
ることができなかったが、１月７日に講演会を実施予定である。
・各学校の全体研究授業を公開することで、３校の進捗状況確認や３校の取組
確認等を行うことができた。

B

・授業参観が予定通り実施できなかったので保護者、地域等に対する教科「日本
語」の授業公開学級率は50％程度しかできなかった。
・３校の全職員による合同研修会を１月７日に講師を招いて実施した。参加者か
らも勉強になったという声が多く聞かれた。
・主幹教諭を中心に小中一貫教育の情報交換を行った。３校の進捗状況確認や
３校の取組確認等を行い来年度の公開授業への準備を進めることができた。

B
・小中連携しての教育は大切だと思う。生活・学習
も含めて、連携して進めてほしい。授業公開も楽し
みにしている。

鶴田喜幸（主幹教諭）

○特別支援教育の充実

○通常学級や外部関係機関との連携充
実

○｢校内支援委員会｣の適時開催と継続的対応に
ついて、年3回の確認を行う。
○通常学級・支援学級双方向からの交流推進を
図るための授業等を全学級において年間3回実
施する。
○関係機関連携について、児童理解に加え特別
支援学級担任の研修の機会と捉え、特別支援学
級担任１人あたり年間4回の参加を目指す。
○自立活動系統表に実践例5例を加える。

・｢校内支援委員会｣の適時開催とその後の継続的対応
を連携して行う。特別支援教育コーディネーターと生徒
指導主任、教育相談主任との振り返りを行い、確認す
る。
・年度当初に交流学級における啓発を目的とした話（授
業）を全クラスで実施し、年間を通じた交流活動を3回行
う。
・巡回相談やケース会議を開催する際には、研修の機
会と捉え、日時等を情報共有し特別支援学級担任等の
参加を呼びかける。
・日常の自立活動の実践事例の情報共有を進め、校内
研での取り組みとも絡め、系統表に載せ取り組みやすく
する。

Ｂ

・2学期後半は、｢校内支援委員会｣の適時開催と継続的対応について
の話し合いを行うための時間確保が難しく、延期することも増えた。
・通常学級・支援学級双方向からの交流推進のための第1回目の授業
となる啓発のための授業については、100％実施できた。今後の計画に
ついては、各クラスでの情報交換をもとに、2回目の交流実践は、対人
コミュニケーションや他者視点などの課題を中心に実態に合った交流を
行った。
・関係機関連携については、巡回相談等で児童理解や指導についての
アドバイスを受ける際も研修の機会ととらえ、関係者に可能な限り会へ
の参加を呼びかけ、今後の対応をディスカッションしながら、専門的な
視点での介入を研修する機会となっている。
・1時間設定して取り組む自立活動と日常生活の中で短時間で行う実
践をグループに分かれて行い、実践事例を多く残すことにつながった。

B

○3学期に入り｢校内支援委員会｣の適時開催とその後の継続的対応を管理職を
中心に、連携して早く対応できるようになっている。特に特支COと教育相談主任
との連携による不登校対応については、巡回相談、ＳＣ，ＳＳＷ等の外部専門機
関との連携も図られ、保護者との話し合いも継続化した。実績確認年間3回以
上。
○通常学級・支援学級双方向からの交流推進については、校内研での価値共有
も有り、各クラス・児童の実態に合わせた交流実践を行うことができた。児童の実
態から授業実践回数に限らない方向とした。今年度の取り組みについて記録に
残し、次年度に引き継ぐことに重きを置くことにした。
○関係機関連携については、巡回相談と更に発達障害者支援センターとの連携
を進めることができた。休日利用のオンライン研修や保護者への相談の勧めなど
具体的な協同活動の実践をスタートできた。巡回相談への参加には個人情報保
護もあり、回数設定はかなわなかった。
○校内研で自立活動への取り組みが整理され、実践例を記録として積み重ねて
いく土台ができた。系統表記載は次年度の取り組みにしたい。

B

・旭小学校は、特別支援学級在籍の児童が多い。
大変だろうが、専門機関とも連携して、その子に
あった指導を行ってほしい。

緒方　理恵（特支主任）
太田里佳子（特支主任）

○地域社会との連携・協働

○行事再編に係る地域との連携強化 ○学校行事への地域人材の積極的参加を推進，
８０％以上を目指す。
○地域からの協力依頼へ９０％以上応じる。
○適切で確実な情報発信に努め，8割以上の肯
定的評価を得る。

・嘱託委員会や民生委員会、まちづくり推進協議会等に
積極的に参加し、学教行事について知らせると共に、可
能な限り協力を依頼する。
・ＰＴＡとの連携を密に図り、必要に応じて協力依頼をす
る。
・学校行事の様子について、学校だよりや学校ホーム
ページ等で知らせる。

Ａ

・嘱託委員会(区長会)、民生委員・児童委員会、まちづくり推進協議会
などには、校長もしくは教頭が出席し、学校だよりを配付すると共に学
校の様子や行事について紹介した。
・ＰＴＡ企画委員会に積極的に参加し、学校の現状を伝えると共に、行
事への協力依頼や参観日の実施方法等について説明した。
・主幹教諭により学校行事の様子について写真と共に掲載することで、
学校の様子について発信することができた。

Ａ

・引き続き嘱託委員会(区長会)、民生委員・児童委員会、まちづくり推進協議会な
どには、校長もしくは教頭が出席し、学校だよりを配付すると共に学校の様子や
行事について報告した。
・ＰＴＡ企画委員会に積極的に参加し、学校の現状を伝えると共に、行事への協
力依頼や参観日の実施方法等について説明した。
・学校行事の様子については、主幹教諭が学校ホームページに写真と共に掲載
することで、学校の様子について発信することができた。
・3学期に予定していた授業参観が中止となったため、授業の様子を参観してもら
う機会が無くなったことは残念である。

Ａ

・コロナウイルス感染症の関係でＰＴＡや地域行事
は、ほとんど実施できなくて、残念だった。マチコミ
メールや学校のホームページ・学校便りでの情報
発信はよくできていると思う。

古賀　泰伸（教頭）

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 鳥栖市立旭小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研究で特別活動を中心に据えた、個が生きる学級集団づくりを推進する。小中連携による学力向上推進地域指定事業で発表の年でもある。校内研究体制を整理し、実践を積み重ねていきたい。効果を検証しつつ教育活動の質の向上を図り，地域と連携し学習効果の最大化を目
指す。
・特別支援学級は２学級増となる。支援が必要な子ども一人一人のニーズに応じた教育を行うため，特別支援教育の更なる充実を図る。
・働き方改革は、職員一人一人の意識向上と業務のやり方の工夫を進めたい。
・次年度からコミュニティスクールを取り入れる。学校行事の精選と地域連携による再編により，地域や社会に貢献できる学校を目指す。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・個が生きる学級集団づくりをテーマに校内研究を進めた結果、話合い活動の良さに触れ、主体的に活動する姿が見られた。継続して学級づくりについて研究・研修を充実させ、担任のスキルアップを図る必要がある。

・特別支援学級と通常学級、また特別支援学級間の連携を進め、特別支援教育の更なる充実を図る必要がある。

・更に学習効果を向上させるために、地域との連携をこれまで以上に図る必要がある。

２　学校教育目標 「思いやりのある子」「よろこんで学ぶ子」「たくましい子」を具体的な目標に掲げ、「旭を愛し、やさしく・かしこく・たくましく生きる児童の育成」を目指す。

３　本年度の重点目標

①個が生きる学級集団づくりを目指す。

②特別支援教育の充実を図る。

③学力の向上を図る。

④地域社会との連携・協働を推進する。


